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議第３１号 

   訴えの提起について 

 次のとおり訴えを提起する。 

   令和５年６月８日提出 

橿原市長 亀田 忠彦    

１ 被告となるべき者の住所及び氏名 

  ■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

  ■■■■■ 

 

２ 請求の要旨 

  市は、次に掲げる判決及び仮執行の宣言を求める。 

（１）被告は、原告橿原市に対し、金７０，４４６円及びこれに対する納期限の翌日から

支払済みまで橿原市税外債権管理条例（令和元年橿原市条例第３６号）で定める割合

による金員を支払え。 

（２）被告は、原告橿原市に対し、橿原市税外債権管理条例で定める督促手数料、金５０

円を支払え。 

（３）訴訟費用は、被告の負担とする。 

 

３ 本件に関する取扱い 

（１）判決の結果必要があるときは、上訴することができる。 

（２）訴訟において必要があるときは、請求の趣旨を変更し、若しくは追加し、又は和解

し、若しくは訴えを取り下げることができる。 

 

 

理由 生活保護法第６３条返還金を支払わない者に対し、滞納金額等の支払を求めるため、

訴えの提起について、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定に基づき、議会の議

決を求めるもの 
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議第３２号 

   訴えの提起について 

 次のとおり訴えを提起する。 

   令和５年６月８日提出 

橿原市長 亀田 忠彦    

１ 被告となるべき者の住所及び氏名 

  ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

  ■■■■■ 

 

２ 請求の要旨 

  市は、次に掲げる判決及び仮執行の宣言を求める。 

（１）被告は、原告橿原市に対し、金９２，２９０円及びこれに対する納期限の翌日から

支払済みまで橿原市税外債権管理条例（令和元年橿原市条例第３６号）で定める割合

による金員を支払え。 

（２）被告は、原告橿原市に対し、橿原市税外債権管理条例で定める督促手数料、金５０

円を支払え。 

（３）訴訟費用は、被告の負担とする。 

 

３ 本件に関する取扱い 

（１）判決の結果必要があるときは、上訴することができる。 

（２）訴訟において必要があるときは、請求の趣旨を変更し、若しくは追加し、又は和解

し、若しくは訴えを取り下げることができる。 

 

 

理由 生活保護法第６３条返還金を支払わない者に対し、滞納金額等の支払を求めるため、

訴えの提起について、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定に基づき、議会の議

決を求めるもの 
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議第３３号 

   訴えの提起について 

 次のとおり訴えを提起する。 

   令和５年６月８日提出 

橿原市長 亀田 忠彦    

１ 被告となるべき者の住所及び氏名 

  ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

  ■■■■■ 

 

２ 請求の要旨 

  市は、次に掲げる判決及び仮執行の宣言を求める。 

（１）被告は、原告橿原市に対し、金４１０，０００円及びこれに対する納期限の翌日か

ら支払済みまで橿原市税外債権管理条例（令和元年橿原市条例第３６号）で定める割

合による金員を支払え。 

（２）被告は、原告橿原市に対し、橿原市税外債権管理条例で定める督促手数料、金５０

円を支払え。 

（３）訴訟費用は、被告の負担とする。 

 

３ 本件に関する取扱い 

（１）判決の結果必要があるときは、上訴することができる。 

（２）訴訟において必要があるときは、請求の趣旨を変更し、若しくは追加し、又は和解

し、若しくは訴えを取り下げることができる。 

 

 

理由 生活保護法第６３条返還金を支払わない者に対し、滞納金額等の支払を求めるため、

訴えの提起について、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定に基づき、議会の議

決を求めるもの 
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議第３４号 

   訴えの提起について 

 次のとおり訴えを提起する。 

   令和５年６月８日提出 

橿原市長 亀田 忠彦    

１ 被告となるべき者の住所及び氏名 

  ■■■■■■■■■■■■■■■■ 

  ■■■■■ 

 

２ 請求の要旨 

  市は、次に掲げる判決及び仮執行の宣言を求める。 

（１）被告は、原告橿原市に対し、金２０７，１０１円及びこれに対する納期限の翌日か

ら支払済みまで橿原市税外債権管理条例（令和元年橿原市条例第３６号）で定める割

合による金員を支払え。 

（２）訴訟費用は、被告の負担とする。 

 

３ 本件に関する取扱い 

（１）判決の結果必要があるときは、上訴することができる。 

（２）訴訟において必要があるときは、請求の趣旨を変更し、若しくは追加し、又は和解

し、若しくは訴えを取り下げることができる。 

 

 

理由 生活保護法第７８条徴収金を支払わない者に対し、滞納金額等の支払を求めるため、

訴えの提起について、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定に基づき、議会の議

決を求めるもの 
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議第３５号 

   訴えの提起について 

 次のとおり訴えを提起する。 

   令和５年６月８日提出 

橿原市長 亀田 忠彦    

１ 被告となるべき者の住所及び氏名 

  ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

  ■■■■■■ 

 

２ 請求の要旨 

  市は、次に掲げる判決及び仮執行の宣言を求める。 

（１）被告は、原告橿原市に対し、金２１０，７６３円及びこれに対する納期限の翌日か

ら支払済みまで橿原市税外債権管理条例（令和元年橿原市条例第３６号）で定める割

合による金員を支払え。 

（２）訴訟費用は、被告の負担とする。 

 

３ 本件に関する取扱い 

（１）判決の結果必要があるときは、上訴することができる。 

（２）訴訟において必要があるときは、請求の趣旨を変更し、若しくは追加し、又は和解

し、若しくは訴えを取り下げることができる。 

 

 

理由 生活保護法第７８条徴収金を支払わない者に対し、滞納金額等の支払を求めるため、

訴えの提起について、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定に基づき、議会の議

決を求めるもの 
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議第３６号 

   市道路線の認定及び変更について 

 次のとおり市道路線を認定及び変更する。 

   令和５年６月８日提出 

橿原市長 亀田 忠彦    

認定する路線 

路線 

番号 
路 線 名 起   点 終   点 

重要な 

経過地 

1697 土橋町２９号線 土橋町８４番先から 土橋町８２番先まで ― 

3739 東坊城町５４号線 
東坊城町４６２番先

から 

東坊城町４６０番先

まで 
― 

4466 城殿町１８号線 
城殿町３１８番先か

ら 

城殿町３１８番先ま

で 
― 

4467 城殿町１９号線 
城殿町４７７番先か

ら 

城殿町４７７番先ま

で 
― 

4468 栄和町７号線 栄和町６９番先から 
城殿町４７７番先ま

で 
― 

4469 栄和町８号線 栄和町６９番先から 
城殿町４７７番先ま

で 
― 

4470 和田町１４号線 
和田町２３６番先か

ら 

和田町２３５番先ま

で 
― 

4471 縄手町２６号線 
縄手町２１１番先か

ら 

縄手町２１２番先ま

で 
― 

4472 南八木町１４号線 
南八木町三丁目４７

番先から 

南八木町三丁目４７

番先まで 
― 

 

変更する路線 

路線 

番号 
路 線 名 起   点 終点 

変更前 重要な 

経過地 変更後 

1561 土橋町２３号線 
土橋町２１３番先か

ら 

土橋町２１２番先ま

で 
― 

土橋町２１２番先ま

で 
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理由 市道路線の認定及び変更について、道路法第８条第２項及び第１０条第３項の規定

に基づき、議会の議決を求めるもの 



 

 3

（議第３６号の資料） 

認定する路線 

路線 

番号 
路   線   名 

延   長

（ｍ） 

幅   員

（ｍ） 

1697 土橋町２９号線 73.0 6.2 

3739 東坊城町５４号線 34.3 4.5 

4466 城殿町１８号線 16.5 6.0 

4467 城殿町１９号線 195.0 6.0 

4468 栄和町７号線 174.0 6.0 

4469 栄和町８号線 201.5 6.0 

4470 和田町１４号線 66.0 6.0 

4471 縄手町２６号線 38.1 5.0 

4472 南八木町１４号線 148.7 6.0～6.5 

 

 

変更する路線 

路線 

番号 
路   線   名 

延

長 

変更前（ｍ） 幅   

員 

変更前（ｍ） 

変更後（ｍ） 変更後（ｍ） 

1561 土橋町２３号線 
72.0 6.1 

91.1 6.1 

 




